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心理臨床 は、解 決 課題 を

見 つ け る こ とか ら

私の仕事は大学の外来教育相談である。長い間に

はたくさんの人達やそれらの人達が訴える問題にで

あってきた。障害をもつ人達とのつきあいもそんな

過程でのある時期、それまでには全く経験のなかっ

た新しい問題にぶつかる形で始まったことであった。

障害児の問題に限らず、私は、相談の対象になる間

題行動そのものに関する専門的な研究をやってきた

わけでもない。むしろ、相談技法の適用や開発に力

点がおかれていた。いろいろな人の悩みや問題に当

面すると、そのメカニズムがどうであるかより4D、

改善に向けて、まずどうしたらよいかが問われるこ

とから、これは当然の事と今でも考えている。従っ

て、現在、研究の仲間にいれてもらってはいるもの

の、同じ仲間の人達のように長年にわたって、自閉

症のこと、また発達障害児なるものの本体について、

専門的な研究を積み重ねているわけではないしいわ

ば、こうした問題に関して私は素人の域を出ないと

いうわけである。それでも、適当な課題が見つかり、

それを解決させる技法が見つかれば何とか出来ると

言うのがこの 10数年間の実感である。

これまで、私は催眠面接やら動作法を中心として、

訴えられる問題に応じて、それ以外の方法も適当に

使ってきた。しかし、ある一つの方法を選んでも、

その体系を理論通りに、面接の過程すべてにわたっ

て使ってきたわけではない。本来、催眠面接は多面

的な性質のもので、多くの場合、他のいくつかの技

法を組み合わせ、Clientの 状態に合わせて工夫をし

ながら進めるのが普通である。この場合の工夫は、

今、彼にどんな課題を設定し、それをどのように解

決させたら行動改善に良い結果が現れるかといつた、

課題を見つける工夫である。それは必ずしもClient

の状態に関する理論的、構造的な理解から固定的に

得られるものでもない。同じ問題でも課題の種類は

違う場合もある。課題解決の援助の仕方が技法なの

だから、いつも一つの技法で済ませることは出来な

いはずである。それなのに、周りを見ると、特定の

理論や技法に全てをかける人達がどうも多すぎない

大 野 清 志

かと感じることが多い。
催眠面接はいろいろな課題を扱えるので、これま

で結構重宝して使ってきたが、障害児に出会ったと

き、さすがに催眠面接は殆ど適用しなかった。しか

し、催眠状態での脳性まひ児の不自由の研究は、幸

いにも動作訓練法を生み出してくれた。この子達あ

問題、『からだ』 の不自由を改善するのには、動作

課題の解決が必要だということが判ったわけである。

それまで考えもしなかった新しい課題を手にいれる

ことが出来たといえる。その後、この動作訓練を自

閉症児や多動児にやってみたら、非常に効果的に、

行動がよい方向に変わることを見つけた。これには

別に、理論的な必然性があったわけではなく、全く

の思い付きが時にはこんな好運をつかむこともある

のだなと、今でも不思議に思っている。もっとも、

脳性まひ児に動作訓練を行っているとき、『からだ』

の動かし方が変わると行動も急速に変化することは

既に見ていたことであった。きまった筋道だけをみ

るのではなく、また当面の目標だけにとらわれずに、

ある課題解決によって、広く何が起きるかをよく見

ておくものだとあらためて痛感したのも、この発見

があったときの感想である。そして、動作訓練を手

にしてから、今まで、一つの課題が解決する問題は

それほど多くない、相手によってやつてもらう課題

は、その時々に違うと考えていたものが、必ずしも

そうでない特別な課題があることが半1っ たのも収穫

であった。判ったはよいのだが、Clientの変容過程

を分析して、行動と『からだ』の関係に新しい視点

を考えねばならないという、既に進行中ではあるが

困難な宿題も抱えてしまった。こんな理屈を考える

こと、あまり頭の回転の速くない小生には、楽しい

のか苦しいのか、それでもあれこれやっていると、

こんな楽しい発見があるから臨床は止められないと

言う経験も、しっかりさせて貰った思いはある。

(大妻女子大学教授 )
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私
た
ち

（社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
の
事

業
所
の
幹
部
）
が
集
ま

っ
て
出
る
話
は
、

「
こ
の
節
、　
一
般
の
企
業
は
人
手
不
足

に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
が
、
私
た
ち
の

よ
う
な
社
会
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
る

者
は
、
そ
の
上
人
材
難
に
悩
ん
で
い
る
」

で
あ
る
。
こ
の
頃
話
題
に
な
る

「
強
度

行
動
障
害
」
は
、
処
遇
困
難
な
事
柄
で

あ
る
か
ら
、
当
然
そ
の
強
度
行
動
障
害

を
多
く
示
し
て
い
る
自
閉
症
児
者
に
関

わ
る
施
設
職
員
と
し
て
は
高
度
の
処
遇

能
力
を
必
要
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

又
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
職
員
た

ち
は
、
ど
う
し
て
も
ス
ト
レ
ス
が
多
く

な
り
や
す
い
の
で
、
職
場
の
人
間
関
係

も
、
そ
れ
に
影
響
を
受
け
や
す
く
な

っ

て
、
ど
う
も
救
い
が
た
い
気
持
ち
の
歪

み
が
助
長
さ
れ
や
す
い
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
時
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
物
は
、　
一
見
正
義
面
を
し
て
、

い
か
に
も
親
切
め
い
た
口
調
で
無
責
任

な
言
動
を
多
く
す
る
者
で
あ
ろ
う
。
特

に
初
め
て
社
会
福
祉
の
現
場
に
就
職
を

し
て
か
ら
、
孤
独
で
不
安
定
に
な

っ
て

い
る
新
人
職
員
達
は
、

一
た
ま
り
も
な

く
、
こ
れ
に
ま
き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
社
会
福
祉
施
設
が
閉
鎖
的
に

な
り
易
く
、
何
か
少
し
で
も
自
由
に
、

先
駆
的
に
仕
事
を
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

経
営
的
な
や
り
く
り
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
し
、
そ
れ
を
批
判
的
に
見
よ
う
と
す

れ
ば
、
い
く
ら
で
も
出
来
る
も
の
な
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
批
判
の
種
は
、
い
く
ら
も
こ

ろ
が

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

狭
い
施
設
の
中
で
、
心
身
疲
れ
果
て

た
若
い
職
員
が
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
の
解

消
に
、
前
出
の
正
義
面
に
扇
動
さ
れ
て

理
事
長
や
施
設
長
を
攻
撃
し
は
じ
め
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
う
い
う
時
に

一
人
で

も
、
も
の
ご
と
を
現
実
的
に
見
る
こ
と

の
出
来
る
人
物
が
傍
ら
に
い
る
と
、
こ

の

「
批
判
は
す
る
が
、
責
任
を
果
た
そ

う
と
し
な
い
正
義
面
」
の
居
場
所
が
な

く
な
る
の
で
あ
る
。

い
う
ば
か
り
で
な
く
、
人
材
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
社
会
福
祉
施
設
の
運
営
管

理
は

「
高
質
な
人
材
」
の
養
成
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

一
方
で
は
、
社
会
福
祉

改
革
と
言

っ
て
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
向
上
を
求
め
な
が
ら
、
地
域
福

祉
の
強
化
を
叫
ん
で
い
る
我
が
国
の
社

会
福
祉
の
動
向
を
考
え
る
と
、

一
日
も

早
く
こ
の
。「
高
質
な
人
材
」
の
養
成
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

「
高
質
な
人
材
」
の
養
成
に
関
し
て

考
え
て
み
る
と
、

上
げ
、
鍛
え
あ
げ
て
来
た
人
材
に
よ

っ

て
保
た
れ
、
継
続
さ
れ
て
い
る
。
従

っ

て
こ
の
現
場
の
指
導
実
践
力
こ
そ
は
、

あ
ら
ゆ
る
社
会
福
祉
養
成
の
源
泉
た
り

得
る
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。
た
だ
前

述
し
た
よ
う
に
ブ
ラ

ツ
ク
ホ
ー
ル
と
し

か
形
容
出
来
な
い
よ
う
な
、
未
組
織
、

未
表
現
の
状
況
で
放
置
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
が
日
本
愛
護
協

会
の
協
力
を
得
て
行

，
て
い
る

「
ほ
ほ

え
み
賞
」
も
す
で
に

一
五
回
の
授
与
式

を
向
か
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

間
応
募
さ
れ
た
論
文
を
読
む
と
い
ず
れ

も
、
素
晴
ら
し
い
現
場
の
実
践
力
を
示

し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
力

を
何
と
か
結
集
す
る
機
会
が
持
て
な
い

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

社
会
福
祉
施
設
は
、
そ
れ
ま
で
は
、

独
自
で
人
材
養
成
の
道
を
常
に
意
識
し
、

注
意
深
く
、
精
力
的
に
歩
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

今
や
、
我
が
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
の

職
員
の
養
成
を
出
来
る
限
り
公
表
し
て
、

社
会
福
祉
関
係
者
の
意
を
問
う
こ
と
が

希
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
出
来
れ
ば
次

号
か
ら
、
少
し
ず

つ
、
私
た
ち
の
主
任

制
度
や
、
合
宿
研
修
や
新
人
研
修
の
内

容
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
述
べ
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
る
。

施
設
経
営
の
創
造
性

２
の
↓

石

井

哲

夫

施
設
職
員
は
、
難
し
い
利
用
者
の
問

題
を
上
手
に
処
遇
す
る
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
ス
ト
レ
ス
を
お
互
い
に
解
消
し

あ
う
力
も
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
職
員
集
団
を

運
営
し
、
職
場
の
モ
ラ
ー
ル

（志
気
）

を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
施
設
長
な
ど
の
リ
ト
ダ

ー
や
、
施
設
の
運
営
の
縁
の
下
の
力
持

ち
と
な

っ
て
い
る
事
務
職
員
に
も
、
多

く
の
努
力
や
能
力
を
必
要
と
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
人
数
が
必
要
と

）

ま
ず
、人
材
は
、広
い
裾
野
を
持

っ
た

社
会
福
祉
関
係
者
か
ら
生
ま
れ
る
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
国
民
の
皆
福

祉
教
育
を
志
向
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、中
で
も
大
切
な
こ
と
は
、先
導
的
な

役
割
を
持
つ
、
社
会
福
祉
専
門
教
育
の

充
実
が
常
に
考
え
ら
れ
、
実
践
さ
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
最
も
大
き
な
プ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
と
も
言
う
べ
き
最
後
の
砦
と
な
る
も

の
が
、
社
会
福
祉
現
場
、
と
り
わ
け
社

会
福
祉
施
設
な
の
で
あ
る
。
　

社
会
福

祉
施
設
現
場
は
、
長
年
に
わ
た
り
築
き

）
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高
島
平
五
丁
目
福
祉
園
が
開
園

○
初
年
度
は

一
六
名
が
入
園

当
法
人
で
は
、
今
年
度
か
ら
東
京
都

板
橋
区
か
ら
管
理
運
営
の
委
託
を
う
け

て
、
区
立
心
身
障
害
者
生
活
実
習
施
設

渡
　
辺

博

「高
島
平
五
丁
目
福
祉
園
」
の
事
業
を

行
う
こ
と
と
な
り
、
去
る
四
月
十
二
日
、

都
立
板
橋
養
護
学
校
内
の
本
園
で
初
の

入
園
式
を
兼
ね
た
開
園
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。
生
活
実
習
施
設
は
、
昭
和
五
二

年
に
東
京
都
が
独
自
に
始
め
た
事
業
で
、

の
ち
、
区
に
移
管
し
現
在
部
内
に
二

一

ケ
所

（板
橋
区
内
に
は
四
ケ
所
）
あ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
で
す
。
そ
の
利
用
者

は
、
通
所
バ
ス
で
通
園
で
き
る

一
五
才

以
上
の
者
で
、
愛
の
手
帳

一
度
ま
た
は

三
度
。
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
か
ら
三

級
お
よ
び
そ
の
重
複
者
で
す
。
本
園
の

本
年
度
利
用
者
は
全
員
が
区
内
に
居
住

し
、
主
に
養
護
学
校
高
等
部
を
今
春
卒

業
し
た
者
で
、
車
椅
子
使
用
の
肢
体
不

自
由
者
が
七
名
、
知
的
発
達
障
害
者
が

九
名
の
合
わ
せ
て

一
六
名

（男
九
、
女

七
）
で
す
が
、
う
ち
数
名
が
要
全
介
護

の
重
複
者
で
す
。

）

○
園
生
活
リ
ズ
ム
づ
く
り
に
懸
命

さ
て
、
動
き
だ
し
た
福
祉
園
で
の
生

活
と
指
導
の
様
子
を
紹
介
し
よ
う
。

何
分
に
も
急
な
こ
と
な
の
で
、
園
舎

は
板
橋
養
護
学
校
の
教
室
、
備
品
等
の

不
備
に
加
え
て
利
用
者
と
職
員
と
が
初

対
面
と
い

っ
た
諸
々
の
条
件
や
制
約
の

中
で
の
あ
わ
た
だ
し
い
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭
的
な
雰
囲

気
づ
く
り
を
目
指
し
て
職
員
が

一
丸
と

な

っ
て
取
り
組
み
、
よ
う
や
く
利
用
者

に
も
落
ち
着
き
と
明
る
さ
が
見
ら
れ
る

昨
今
で
す
。

利
用
者
は
、
毎
朝
、
職
員
が
添
乗
し

た
本
園
専
用
の
通
園
バ
ス
ニ
台
に
て
登

園
し
ま
す
。
点
検
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、

身
だ
し
な
み
、
体
操
を
行

っ
た
後
、
天

候
の
良
い
と
き
は
環
境
の
よ
い
付
近

へ

散
歩
に
出
か
け
ま
す
。
近
く
に
あ
る
同

種
別
の
高
島
平
福
祉
園
に
依
頼
し
て
調

製
し
た
昼
食
を
職
員
と
共
に
と

っ
た
後

は
ゆ

っ
く
り
と
休
憩
。
午
後
は
音
楽
、

フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
お
や
つ
作
り
等
を

み
ん
な
で
楽
し
む
の
が
基
本
的
な
日
課

で
す
が
、
こ
の
間
、
食
事
、
排
泄
、
歩

行
な
ど
の
日
常
動
作
の
介
助
は
も
と
よ

り
、
個
々
の
特
性
、
能
力
に
適
し
た
作

業
や
創
作
活
動
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
等
を
序
々
に
と
り
入
れ
、
園
で
の
生

活
リ
ズ
ム
づ
く
り
、
健
康
の
増
進
、
日

常
生
活
の
自
立
、
能
力
の
開
発
等
、
ま

た
、
毎
日
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
と
の
間
に

生
活
チ

ェ
ッ
ク
表
、
連
絡
帳
の
交
換
に

よ
る
相
互
の
状
況
、
情
報
、
意
志
の
疎

通
を
は
か
り
、
園
で
の
処
遇
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
向
上
に
、
金
沢
信

一
園
長
補
佐

を
中
心
に
全
職
員
が
懸
命
に
と
り
く
み
、

よ
う
や
く
そ
の
成
果
が
現
れ

つ
つ
あ
り

ま
す
。

〇

二
年
後
に
は

「
赤
塚
福
祉
園
」

こ
れ
か
ら
も
、
日
毎
に
新
し
い
体
験

を
積
み
重
ね
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
明

る
い
笑
顔
が
溢
れ
、
保
護
者
か
ら
も
信

頼
さ
れ
る
、
嬉
泉
な
ら
で
は
の
名
実
と

も
に
充
実
し
た
施
設
を
め
ざ
し
て
頑
張

り
ま
す
。

本
園
は
、
今
年
七
月
に
区
内
の
高
島

須藤福祉セン

ター各事業所
からの報告
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平
五
丁
目
に
で
き
る
プ
レ
ハ
ブ
建
の
園

舎
に
、
さ
ら
に
平
成
五
年
か
ら
は
区
内

赤
塚
六
丁
目
に
建
築
さ
れ
る
本
園
舎
に

移
転
し
、
定
員
も
明
年
度
四
〇
名
、
翌
々

年
に
は
七
〇
名
に
増
員
さ
れ
、
ま
た
通

所
授
産
施
設
、
生
活
寮
、
緊
急

一
時
保

護
施
設
な
ど
も
併
設
さ
れ
て
本
格
的
に

稼
働
す
る
予
定
で
す
。

（高
島
平
五
丁
目
福
祉
園
長
）

（ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
）

平
成
二
年
度

（平
成
二
年
四
月
よ
り

平
成
三
年
三
月
）
世
田
谷
区
及
び
袖
ケ

浦
の
本
部
、
事
業
所
に
金
品
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
な
お
、

年
二
回
の
バ
ザ
ー
開
催
に
際
し
て
は
、

多
大
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
今
回
の

掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
（順
不
同
）

水
谷
富
士
穂
様
　
合
資
会
社
ワ
イ

・
エ

ス
ｏ
テ
ィ
ー
様
　
須
藤
稿
宏
様
　
高
橋

節
様
　
中
西
健

一
様
　
岡
庭
博
様
　
豊

田
昭
子
様
　
竹
内
靖
夫
様
　
飯
田
秀
男

様
　
瑞
穂
工
業
技
術
研
究
所
様
　
島
野

恵
様
　
武
居
工
務
店
様
　
吉
田
龍
太
郎

様
　
士
口
田
き
く
様
　
晃
商
事
株
式
会
社

様
　
フ
ラ
ワ
ー
研
究
会
様
　
千
歳

ケ
丘

教
会
様
　
東
洋
英
和
女
子
短
期
大
学
宗

教
部
様
　
山
口
潔
様
　
秋
山
信
靖
様

古
賀
繁
美
様
　
内
藤
喜
久
子
様
　
小
幡

浜
江
様
　
嬉
泉
後
援
会
様
　
工
藤
正
路

様
　
田
中
瑛
也
様
　
田
中
礼
子
様
　
田

村
洋
紙
店
様
　
一三
菱
製
紙
販
売
株
式
会

社
様
　
日
立
製
作
所
親
切
会
様
　
五
十

嵐
廣
信
様
　
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
様
　
（財
）
キ

リ
ン
記
念
財
団
様
　
露
木
恵
子
様
　
東

京
都
共
同
募
金
会
様

（袖
ケ
浦
地
域
協
力
者
）

袖
ケ
浦
地
域
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
利
用
者
の
実
習

を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
り
、
日
常
的
に

「
の
び
ろ
バ
ン
」
や

「
や
き
い
も
」
の

販
売
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
あ

る
い
は
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
誘
い

い
た
だ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
の
ご
芳
名
で
す
。
（順
不
同
）

袖
ケ
浦
農
協
長
浦
支
店
様
　
同
根
形
支

店
様
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
サ
ニ
ー

ヒ
ル
様
　
同
袖
ケ
浦
菜
の
花
苑
様
　
稲

葉
石
油
様
　
シ
マ
ム
ラ
文
具
店
様
　
稲

村
和
子
様
　
紺
野
郁
枝
様
　
黒
木
照
子

様
　
主
婦
の
店
さ
つ
き
台
店
様
　
提
橋

元
子
様
　
フ
ォ
ト
今
関
様
　
井
村
ま
す

み
様
　
齢
富
士
住
建
様
　
い
そ
の
文
具

店
様
　
シ
バ
サ
キ
建
設
様
　
袖
ケ
浦
市

社
会
福
祉
協
議
会
様
　
公
文
塾
土
屋
様

福
王
台
保
育
所
様
　
根
形
保
育
所
様

袖
ケ
浦
市
健
康
管
理
課
様
　
同
財
政
課

）

様
　
同
水
道
事
業
課
平
野
様
　
文
化
財

セ
ン
タ
ー
様
　
ス
ー
パ
ー
し
ん
め
い
様

斉
藤
と
も
子
様
　
松
崎
き
み
子
様
　
一二

浦
ト
ヨ
子
様
　
河
村
義
昭
様
　
君
津
木

更
津
地
区
同
盟
様
　
渡
辺
彰
様
　
春
日

裕
様
　
東
京
電
力
労
組
袖
ケ
浦
火
力
支

部
様
　
同
木
更
津
工
務
支
部
様
　
と
ん

か
つ
不
二
亭
様
　
手
作
リ
ケ
ー
キ
の
店

ポ
ニ
ー
様
　
東
京
ガ
ス
袖
ケ
浦
工
場
総

務
課
様
　
同
木
更
津
営
業
所
様
　
平
川

行
政
セ
ン
タ
ー
様
　
袖
ケ
浦
市
民
会
館

様
　
根
形
公
民
館
様
　
平
岡
公
民
館
様

平
川
公
民
館
様
　
袖
ケ
浦
郷
土
博
物
館

様
　
長
浦
駅
様
　
袖
ケ
浦
市
消
防
本
部

様
　
明
峯
和
子
様
　
新
谷
多
恵
子
様

池
田
万
紀
子
様

社
会
福
祉
法
人

ベ
ア
ト
ウ
ス

・

ハ
イ
ム

訪
間
記

吉
賀

理
喜
江

見
学
予
約
に
苦
労

先
ず
、
施
設
見
学
の
予
約
は
二
〇

ケ

所
ほ
ど
当
た
り
ま
し
た
が
、
個
人
の
申

込
と
い
う
こ
と
で
怪
訂
が
ら
れ
た
り
、

或
は
公

一
を
入
所
さ
せ
る
と
勘
違
い
さ

れ
た
り
、
障
害
者
の
人
権
を
守
る
と
言

う
こ
と
で
、
ガ
ー
ド
が
堅
く
ス
ム
ー
ス

）

に
は
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

八
月
に
入

っ
て
ベ
ア
ト
ゥ
ス

・
ハ
イ

ム
よ
り
Ｏ
Ｋ
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
急
ぎ

九
日
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
に
晴
れ
上
が

っ
た
お
昼
、
気

温
三
二
度
位
、
チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ
市
か
ら

約
二
〇
』
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ト
ゥ
ア
市
郊

外
の
小
さ
な
村
ゾ
イ
ザ

ッ
ハ
に
福
祉
法

人
ベ
ア
ト
ゥ
ス

・
ハ
イ
ム

（
一
九
八
七

年
四
月
設
立
）
は
あ
り
ま
し
た
。

広
大
な
田
園
の
中
、
静
か
な
教
会
の

近
く
に
普
通
の
民
家
と
同
じ
よ
う
な
侍

ま
い
で
、
見
渡
し
た
と
こ
ろ
五
〇
〇
坪

位
の
敷
地
に
三
〇
〇
坪
位
の
建
物
で
し
ょ

う
か
三
階
建
て
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

辺
り
は
あ
く
ま
で
静
か
で
、
誰
も
い
な

い
の
で
は
と
ド
ア
ー
を
開
け
る
と
長
身

の
ピ
ー
タ
ー

・
シ
ュ
ピ
リ
ク
さ
ん

（治

療
教
育
学
専
攻
、
心
理
療
法
士
）
が
に

こ
や
か
に
出
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

入
所
者
の
生
活

初
対
面
で
も
あ
り
最
初
か
ら
厚
か
ま

し
く
お
た
づ
ね
す
る
の
も
失
礼
か
と
思

う

一
方
で
、
否
、
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
の

だ
か
ら
と
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
回
し
ま
し

た
が
、
案
内
さ
れ
た
各
部
屋
に
入
る
と

や
は
り
緊
張
感
が
た
だ
よ

っ
て
、
静
か

に
挨
拶
を
し
た
り
声
を
か
け
て
も
手
元

が
止
ま

っ
て
困

っ
た
様
子
の
彼
ら
に
会

う
と
、
素
早
く
切
り
上
げ
て
部
屋
を
出

た
り
し
ま
し
た
。
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一
七
名
の
障
害
者

（
一
五
才
～
五
四

才
、
自
閉
症
、
身
体
障
害
者
、
分
裂
症

他

一
般
精
神
障
害
）
が
入
所
し
て
い
て
、

入
所
者

一
人
に
つ
き
、　
一
、
二
～

一
、

三
の
割
合
で
職
員
が

つ
き
ま
す
。

台
所
で
は
、
グ
リ
ャ
ー
シ
ュ
を
煮
込

む
お
い
し
そ
う
な
匂
い
が
し
て
、
自
閉

症
の
夫
と
車
椅
子
の
妻

（身
体
障
害
の

み
）
に
二
人
の
職
員
で
昼
食
作
り
の
最

中
で
し
た
。
じ

っ
く
り
見
た
い
気
持
ち

を
抑
え
て
軽
く
会
釈
を
し
て
出
ま
し
た
。

（黙

々
と
働
い
て
い
る
雰
囲
気
を
壊
す

よ
う
で
悪
い
と
思
い
ま
し
た
の
で
。
）

日
本
人
が
訪
れ
た
の
は
、
私
た
ち
が

初
め
て
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
人
な

つ
っ
こ
い

一
五
才
の
少
年
は
挨
拶
の
度

に
私
の
手
に
キ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。

三
週
間
に

一
度
、
週
末
に
帰
宅
し
ま
す
。

一
年
中
帰
宅
し
な
い
人
も
い
ま
す
が
、

彼
ら
も
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
家

へ
帰
る
そ

う
で
す
。
親
た
ち
の
お
手
伝
い
の
様
子

な
ど
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
子

ど
も
に
甘
え
が
出
る
の
で
止
め
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

地
域
と
の
交
流

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
は
、
お
祭

り
の
時
に
バ
ザ
ー
を
開
い
た
り
、
私
た

ち
と
同
じ
様
か
と
思
い
ま
し
た
が
少
し

違
い
ま
す
。
否
、
大
変
異
な
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
違
い
を

一
九
八
九

年
の
同
法
人
年
報
を
抜
粋
し
て
見
ま
し
ょ

）

つゝ

。「
地
域
と
の
交
流
は
良
く
な
り
ま
し

た
。
近
所
付
き
合
い
が
緊
密
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
緩
や
か
な
お

つ
き
あ

い
の
輪
の
中
で
、
そ
れ
も
日
々
の
お

つ

き
あ
い
を
通
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
隣

近
所
の
人
た
ち
や
二
九
の
ゾ
イ
ザ

ッ
ハ

の
団
体
や
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加

し
て
く
れ
る
村
の
人
達
や
、
二
〇
〇
名

以
上
の
ヘ
ル
パ
ー
が
い
る
ウ
ィ
ン
タ
ー

ト
ゥ
ア
や
キ

ュ
ス
ナ

ッ
ハ
ト
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ

っ
て
村
の
お
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
理
想
的
で
大
変
価

値
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

教
会
通
り

（小
路
）
に
沿

っ
て
行
わ

れ
た
こ
の
お
祭
り
は
、
遠
近
か
ら
誘
わ

れ
た
多
く
の
人
達
に
よ
っ
て
、
ベ
ア
ト
ゥ

ス

・
ハ
イ
ム
の
寄
宿
生
や
職
員
は
心
か

ら
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
、
我
々
は
、

こ
の
時
村
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ

と
を
感
じ
、
人
間
的
に
橋
を
架
け
る
こ

と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

二
回
の
簡
素
な
お
察
り
で
、
予
期
し

な
い
七
万
三
千
フ
ラ
ン

（約
七
五
〇
万

円
）
と
い
う
高
額
な
純
益
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
お
金

は
、
数
多
く
の
売
り
場

（
ス
タ
ン
ド
）

や
遊
戯
場
や
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
等
の

売
り
上
げ
や
、
ト
ン
ボ
ラ

（富
く
じ
の

一
種
）
の
販
売
収
益
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
の
際
に
近
隣
の
住
家
も
レ
ス
ト
ラ
ン

）

に
仕
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

音
楽
団
体
や
男
性

コ
ー
ラ
ス
が
演
奏

し
、
夕
に
は
民
族
音
楽
や
、
モ
ダ
ン
ジ
ャ

ズ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
む
ろ

ん
、
外
界
と
の
接
触
は
他
の
方
法
で
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
さ
さ
や
か
な

片
隅
の
バ
ザ
ー
、
あ
る
い
は
ウ
ィ
ン
タ
ー

ト
ゥ
ア
の
あ
る
薬
局
の
展
示
場
で
製
品

の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
イ
ム
を

宣
伝
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
地
域
の
ラ

ジ
オ
局
オ
イ
ラ
ッ
ハ
で
放
送
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
遠
近
の
他
の
施
設
か
ら
友

人
達
が
千
人
以
上
も
門
の
開
い
て
い
る

日
中
、
ハ
イ
ム
に
押
し
か
け
て
も
き
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
人
達
は
、
あ
る
人
々

は
仕
事
を
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
さ
れ
、

他
の
人
々
は
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
あ

る
い
は
民
族
音
楽
に
聴
き
入
り
、
ま
た

ダ
ン
ス
に
も
誘
わ
れ
ま
し
た
。
昼
食
に

は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ケ
ー
キ
も
出
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
好
評
で
し
た
。

「
一
致
団
結
し
た
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の

助
け
な
し
に
は
、
こ
の
日
の
成
功
は
得

ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
」
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

私
が
訪
れ
た
時
、
ハ
イ
ム
は
塀
も
垣

根
も
な
く
、
民
家
と
軒
を
並
べ
、
自
然

に
溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。

「
脱
走
兵

は
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
の
問
い
に
、
最

初
の
う
ち
は
隣
近
所
に
、
あ
る
い
は
離

れ
た
と
こ
ろ
に
行
く
寄
宿
生
も
い
た
よ

う
で
す
が
、
今
で
は
全
く
な
い
と
の
こ

と
で
す
。

静
か
で
美
し
い
花
の
村
の
中
、
通
る

人
も
な
く
、
ゆ

っ
く
り
と
時
は
流
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
設
立
二
年
に
し
て

す

っ
か
り
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
わ
り
か

ら
の
援
助
も
積
極
的
で
、
国
民
性
の
違

い
で
し
ょ
う
か
、
私
も
こ
の
お
祭
り
に

参
加
し
て
、
人
々
の
お
話
が
聞
け
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
。

（袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
利
用
者
母
親
）

ピーター さん とハ イムの 中庭 で
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社
会
福
祉
法
人
「嬉
泉
」創
立
二
十
五
周
年

子
供
の
生
活
研
究
所

「め
ば
え
学
園
」
開
設
十
周
年

＝

記

念

式

典

＝

本
年
二
月
九
日
、
法
人
の
創
立
二
十

五
周
年
と
め
ば
え
学
園
の
十
周
年
を
記

念
し
、
日
頃
か
ら
法
人
の
た
め
に
ご
尽

力
下
さ

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

々
へ

の
ご
報
告
と
お
礼
を
か
ね
た
祝
宴
が
、

東
京
丸
ノ
内
の
東
商
ス
カ
イ
ル
ー
ム
で

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
は
二
部
に
分
か
れ
、
第

一
部
の
式

典
で
は
須
藤
祐
司
理
事
長
の
挨
拶
、
石

井
哲
夫
常
務
理
事
の
経
過
報
告
に
続
き
、

永
年
勤
続
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
来
賓
の
厚
生
省
児
童
家
庭
局

母
子
福
祉
課
の
栃
尾
勲
様
、
東
京
都
福

祉
局
精
神
薄
弱
者
福
祉
課
長
の
乃
村
勝

雄
様
、
世
田
谷
区
福
祉
部
長
の
友
保
信

二
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、

職
員
が
こ
の
日
の
た
め
に
編
集
し
た
ビ

デ
オ
を
上
映
し
、
袖
ケ
浦
の
び
ろ

・
ひ

か
り
の
学
園
と
、
子
ど
も
の
生
活
研
究

所
の
仕
事
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
松

島
正
儀
理
事
の
乾
杯
の
音
頭
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。
各
方
面
の
方
々
か
ら
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
ま
た
関
係
者

の
方
の
楽
し
い
思
い
出
話
な
ど
も
う
か

が
い
な
が
ら
、
会
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
に
進
行
し
ま
し
た
。
（柏
木
）

伊
豆
吉
田
で
の

新

人

研

修

私
た
ち
の
職
員
研
修
は
、
年
度
始
め

の

「新
人
研
修
」
に
始
ま

っ
て
、
内
外

の
セ
ミ
ナ
ー
ヘ
の
参
加
、
合
宿
研
修
等

な
ど
年
間
を
通
じ
て
様

々
な
形
と
内
容

で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の

一
つ
と
し
て
今
年
も
、
伊
豆
半

島
の
最
南
端
に
あ
る
吉
田
村
で
の
新
人

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

「
吉

田
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
」
が
あ
り
ま
す
。

嬉
泉
の
事
業
が
始
ま
る
以
前
の
今
か
ら

三
〇
年
ほ
ど
前
、
子
ど
も
の
仕
事
を
志

し
た
石
井
所
長
や
奥
村
副
所
長
が
自
ら

古
材
を
か
つ
ぎ
な
が
ら
建
設
し
た
と
い

う
合
宿
所
。
日
前
に
は
、
広
大
な
太
平

洋
が
広
が
り
、
後
方
は
そ
そ
り
立
つ
山
。

村
人
は
ま
ば
ら
で
人
家
も
わ
ず
か
に
残

る
よ
う
な
超
過
疎
化
の
進
ん
だ
部
落
の

一
角
で
す
。
こ
の
世
間
か
ら
隔
絶
さ
れ

た
別
天
地
に
嬉
泉
の
職
員
が
集
ま

っ
て

研
修
を
行

っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

今
年
は
、
高
島
平
五
丁
目
福
祉
園
が

始
ま
り
、
新
人
の
職
員
も
増
え
ま
し
た
。

こ
の
新
人
研
修
で
は
、
園
長
職
を
は
じ

め
全
事
業
所
の
主
任
が
参
加
し
、
全
員

で
生
活
班
や
研
修
の
た
め
の
係
を
分
担

し
、
新
人
の
人
達
と

一
緒
に
な

っ
て
生

活
を
作
り
な
が
ら

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

）

ン
を
は
か
り
研
修
を
深
め
て
行
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（友
田
）

袖
ヶ
浦
市

保
健
セ
ン
タ
ー
祭
り

袖
ケ
浦
は
四
月
に
市
政
に
移
行
し
、

そ
の
記
念
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
市

庁
舎
の
敷
地
の

一
角
に

「
保
健
セ
ン
タ

ー
」
が
建
設
さ
れ
、
五
月
二
六
日

「
保

健
セ
ン
タ
ー
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。学

園
に
も
参
加
の
お
誘
い
を
受
け
、

「
の
び
ろ
パ
ン
」
と

「
無
農
薬
野
菜

・

卵
」
を
利
用
者
の
人
達
と

一
緒
に
販
売

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
か
ら
快
晴
に

恵
ま
れ
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
お
年

寄
り
の
人
達
も
沢
山
来
て
、
各
催
し
コ

ー
ナ
ー
や
販
売

コ
ー
ナ
ー
は
人
だ
か
り

が
絶
え
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
私

た
ち
の

「
の
び
ろ
パ
ン
」
も
ま
た
た
く

間
の
内
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
、
改
め

て
地
域

へ
の
浸
透
ぶ
り
を
感
じ
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

六
月
に
は
、

「
暮
し
と
環
境
を
考
え

る
イ
ベ
ン
ト
」
が
あ
り
、
参
加
の
誘
い

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
学
園
と
地

域
と
の
交
流
を
進
め
る
ひ
と

つ
の
機
会

に
し
た
い
も
の
で
す
。
　

　

（友
田
）
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ひ
静
Ｄ
②
タ
イ
ム
一ス

「
ひ
か
り
の
タ
イ
ム
ス
」
の
欄
は
、
編
集
長
は
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
利
用
者
の

山
岸
裕
君
で
、
編
集
人
の
友
田
と
相
談
し
な
が
ら
、
原
稿
や
作
品
を
学
園
の
利
用
者

の
人
達
か
ら
募
集
し
て
編
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
し
て
く
れ
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、

加
筆
や
訂
正
は

一
切
し
な
い
で

（行
数
の
関
係
で
本
人
の
了
解
の
上
削
除
は
す
る
）

原
文
の
ま
ま
山
岸
君
に
得
意
の
ワ
ー
プ

ロ
で
清
書
し
て
も
ら
い
、
割
付
け

。
編
集
の

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
園
の
利
用
者
の
人
達
の
作
品
な
ど
の
写
真
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

休
憩
時
間
の
判
断
ミ
ス
が
ヤ
キ
イ
モ
販

売
の
担
当
者

へ
の
私
の
信
用
を
失
墜
さ

せ
た
。

そ
れ
は
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、

休
憩
時
間
の

一
時
間
を
終
え
た
。
担
当

者
が
い
な
い
。
そ
こ
で
判
断
ミ
ス
し
た
。

″
担
当
者
が
い
な
い
か
ら
休
憩
時
間
は
、

あ
と

一
時
間
だ
ろ
う
″
と
思

っ
た
。
そ

れ
が

つ
ま
づ
き
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
と

は
当
時
予
想
も
し
て
い
な
か

っ
た
。
そ

の

一
時
間
学
園
中
を
回

っ
た
。
記
憶
に

寄
る
と
午
後
二
時
、
担
当
者
は
怒

っ
て

い
る
。

「
な
ぜ
、

一
時
に
こ
な
か
っ
た
」

私
が
理
由
を
説
明
す
る
と

「
山
岸
さ
ん

く
ら
い
な
ら
言
わ
れ
な
く
て
も
出
来
る

と
信
じ
て
い
た
の
に
裏
切
ら
れ
た
。
シ
ョ
ツ

ク
　
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
。
」
と
ボ
ヤ

ヤ
キ
イ
モ
販
売
で

得
た
、
教
訓

人

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ

山

山序
　
裕

話
し
は
、
九

一
年
春
の
袖
ケ
浦
バ
ザ

ー
で
の
事
。
私
は
作
業
で
や

っ
て
い
た

ヤ
キ
イ
モ
販
売
を
や
る
事
に
な

っ
た
午

前
中
ま
で
は
順
調
に
い
つ
た
。
少
な
く

と
も
こ
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
な

信
用
を
失
う
事
件
の
あ

っ
た
昼
か
ら
午

後
に
な
る
ま
で
は

本
来
な
ら
、
ヤ
キ
イ
モ
販
売
の
感
想

を
書
く
べ
き
な
の
だ
が
、
ヤ
キ
イ
モ
と

い
う
と
こ
の
事
件
の
印
象
が
私
に
は
強

く
残

っ
て
い
る
の
で
書
く
。

）

く
。
嘆
く
。

そ
の
時
、
相
手
に
不
信
を
買

っ
て
し
ま

っ
た
事
に
気
付
い
た
。

「ど
う
す
れ
ば
、

信
用
取
り
戻
さ
れ
る
の
で
す
か
」
担
当

者

「
キ
チ
ン
と
言
わ
れ
た
仕
事
す
れ
ば

ね
」
と
言

っ
た
。
そ
の
場
は
納
ま

っ
た
。

春
二
月
と
い
う
短
い
時
間
に
私
な
り
に

信
用
回
復
に
努
力
し
た
。

一
度
失

っ
た
信
用
は
回
復
し
た
と
い
う

手
応
え
は
な
か

っ
た
。　

・

人
事
異
動
が
あ
り
、
そ
の
担
当
者
は

他
の
部
署
に
異
動
し
た
。
し
か
し
心
の

シ
ヨ
リ
は
お
互
い
に
あ
る
。

バ
ン
販
売
の
担
当
に
な
り
、

一
緒
に
な

る
。
信
用
回
復
に
努
力
し
て
誠
実
に
対

応
す
る
。

私
は
相
手
に
対
し
て
不
信
を
持

っ
て

き
た
。
今
回
は
逆
だ
。
相
手
に
不
信
を

持
た
れ
た
。
こ
う
い
う
時
、
初
体
験
だ

か
ら
後
手
に
回
っ
た
。
打
つ
手
、
打

つ

手
が
失
敗
し
た
。
こ
う
い
う
事
は
三
度

と
起
き
て
欲
し
く
な
い
。

後
味
悪
い
わ
。
こ
の
事
件
は

一
生
忘
れ

な
い
。
（袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
利
用
者
）

整
理
室
の
仕
事
と

食
堂
室
の
仕
事

中

西

幸

一

お
金
を
貰

っ
て
い
る
仕
事
は
、
整
理

室
の

一
部
だ
け
で
半
分
以
上
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
ご
ざ
い
ま
す
。
働
き
に
対
し
て

貰
う
金
額
は
気
に
し
て
い
な
い
け
ど
、

給
料
は
値
上
げ
で
、
ボ
ー
ナ
ス
は
据
え

置
き
に
し
て
お
き
た
い
。

両
方
値
上
げ
は
、
貰
い
過
ぎ
で
払

っ

て
く
る
側
と
バ
ラ
ン
ス
が
、
安
定
し
て

い
な
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

左
側
と
右
側
の
バ
ラ
ン
ス
と
同
じ
で
あ

る
事
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

整
理
室
の
仕
事
と
食
堂
の
仕
事
は
お
金

に
関
係
な
く
頑
張
れ
る
事
は
頑
張
り
尽

く
し
た
い
、
体
に
無
理
し
て
も
頑
張
り

尽
く
せ
ば
施
設
に
思
い
残
す
事
は
な
い

事
の
よ
う
に
見
え
て
い
ま
す
。

何
の
未
練
も
残
ら
な
い
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
。

（グ
ル
ー
プ
ホ
ト
ム
利
用
者
）

独立第13号
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陶

芸

の
歴

史
市

川

浩

史

始
め
は
高
野
さ
ん
の
成
恋
窯

へ
行

っ

て
馬
の
首

つ
き
コ
ッ
プ

ｏ
チ
ャ
ボ
の
首

つ
き

コ
ッ
プ

ｏ
ふ
ぐ
の
置
物

。
瓢
箪

・

箸
置
き
を
作
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
び
ろ
学
園
で
陶
芸
を
や

る
よ
う
に
な

っ
て
、
始
め
は
、

へ
ん
な

物
で
し
た
が
、
馬
の
首

つ
き
灰
皿
を
作

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
瓢
箪
ど

っ
く
り
、
∽
ｒ
灰

皿

ｏ
タ
ヌ
キ
の
貯
金
箱
を
作
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
作
り
す
ぎ
に
な

っ
た
。

そ
こ
で
ま
た
ふ
た
た
び
、
馬
の
首

つ
き

コ
ッ
プ
を
作

っ
た
。

始
め
駄
目
な
の
で
、
あ
と
か
ら
、
馬
を

見
て
来
て
、
少
し
馬
ら
し
く
な

っ
て
来

た
か
ら
、
ア
ラ
ジ
ン
・
埴
輪

・
馬
魚

・

魚
鳥
を
作
り
ま．
し
た
。
馬
の
研
究
に
行

っ
て
、
本
物
ら
し
く
馬
を
作
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
今
年
に
な
り
、
電
動
ろ
く
ろ

が
来
そ
の
練
習
で
馬
の
首

つ
き

コ
ッ
プ

は
出
来
な
い
。
※
漢
字

一
部
山
岸
訂
正

（袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
利
用
者
）

パ
　
ン

エ

一房
伊

藤

訓

育

ぼ
く
は
、
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

午
前
中
は
、
八
時
三
〇
分
か
ら
、

一
一

時
四
〇
分
ま
で
午
後
二
時
か
ら
三
時
四

〇
分
ま
で
、
い
ず
れ
も
い
き
ま
す
。

又
、
木
曜
日
に
は
し
ん
め
い
販
売
に

い

っ
て
い
ま
す
。
火
曜
日
は
袖
ケ
浦
市

役
所
販
売
に
行

っ
て
い
ま
す
。

先
生
は
鈴
木

・
緒
方

・
池
田
各
先
生

と
り
あ
え
ず
金
曜
日
は
山
田
喜
義
く

ん
と
交
代
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
金
曜

日
に
し
ん
め
い
販
売
に

一
週
お
き
に
交

代
し
ま
す
。
午
前
中
に
は
ロ
ー
ル
バ
ン
・

ぶ
ど
う
パ
ン

・
メ
ロ
ン
バ
ン
作

っ
て
い

ま
す
。

（袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
利
用
者
）

）

子
研
で
の
仕
事

田

中

雅

也

昭
和
五
九
年

一
〇
月
の
袖
ケ
浦
ひ
か

り
の
学
園
の
創
立
の
時
か
ら
週
に

一
回

子
研
の
事
務
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
平
成
三
年
五
月
ま
で
と
し
て
は
、

袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
に
、
い
る
よ
り

は
、
子
研
の
仕
事
の
方
が
気
に
い
っ
て

ま
す
。

一
回
は
パ
ン
販
売
、
も
う

一
回

は
事
務
が
毎
週
、
子
研
の
仕
事
は
、
週

に
二
回
が
、
週
に

一
回
と
な
り
ま
し
た
。

袖
ケ
浦

ひ
か
り
の
は
や
に
な
る
け
れ

ど
、
子
研
の
仕
事
は
や
に
な
ら
な
い
。

僕
は
集
団
生
活
す
る
よ
り
は
、　
一
人
で

生
活
す
る
の
が
気
に
い

っ
て
い
る
。

始
め
は
、
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
を
僕
は
、

退
園
を
し
て
、
月
曜
か
ら
毎
週
金
曜
日

ま
で
、
子
研
に
、
通
勤
す
る
希
望
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
や

っ
ば
り
子
研
の
仕

事
も
、
子
研
と
の
び
ろ
の
年
に
、
二
回

の
バ
ザ
ー
も
興
味
の
無
い
ひ
と
ば
か
り

で
、
こ
た
し
無
理
や
り
誘
わ
れ
る
か
ら
。

ほ
ん
と
に
嬉
泉
の
生
活
を
全
部
や
め
て

杉
並
区
内
の
よ
そ
の
会
社
に
就
職
す
る

の
を
実
行
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

日
曜
の
バ
ザ
ー
の
仕
事

へ
誘
わ
れ
る
と

毎
週
楽
し
い
ラ
ジ
オ
を
聞
く
事
が
出
来

な
い
の
が
寂
し
い
。

子
研
の
仕
事
は
、
始
め
の
時
は
、
時

間
が
遅
く
な

っ
た
り
遅
れ
て
、
先
生
達

を
困
ら
せ
た
り
、
僕
は
、
袖
ケ
浦
ひ
か

り
の
学
園
の
生
活
そ
の
も
の
が
嫌
い
な

人
と
や

っ
て
行
く
な
ん
か
の
不
満
だ
ら

け
で
、
子
研
で
、
僕
は
大
声
で
怒
鳴

っ

て
、
ま
す
ま
す
、
や
な
目
に
あ

っ
て
、

ひ
か
り
の
の
先
生
に
怒
ら
れ
た
。

毎
週
、
子
研
に
つ
い
た
ら
、
電
話
す

る
よ
う
に
な

っ
て
、
　
一
回
、

こ
れ
も
、

袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
の
不
満
の
泊
ま

り
が
け
の
生
活
は
、
先
生
に
う
る
さ
く

言
わ
れ
る
の
が
や
で
、
電
話
で
怒
鳴

っ

た
の
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
他
人
に
迷
惑
と
な
る

行
い
は
せ
ず
に
、
真
面
日
に
、
嬉
泉
と

別
の
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
た
い
。

こ
の
ご
ろ
で
は
、
お
金
貰
え
る
か
ら
、

遅
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

子
研
の
仕
事
は
、
パ

ン
販
売
が
な
く
て

も
行
く
。
子
研
で
は
、
切
手
を
数
え
て

か
ら
、
切
手
を
買
い
に
行
く
の
と
職
員

の
は
ん
こ
押
し
と
銀
行
の
口
座
番
号
を

書
く
の
と
買
い
物
の
ス
タ
ン
プ

の
シ
ー

ル
を
貼
る
仕
事
を
い
つ
も
や

っ
て
い
ま

す
。
い
つ
も
、
午
前

一
〇
時
か
ら
、
午

後
四
時
三
〇
分
ま
で
、
子
研
で
、
パ
ン

販
売
が
な
く
て
も
、
有

っ
て
も
、
仕
事

に
行

っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
撮
影
は
、
あ
る
か
と
感
じ
て

も
な
か

っ
た
。

（袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
利
用
者
）
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